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脳が成長する過程で神経回路が誤配線される
と、精神疾患が引き起こされやすくなります。
回路を可視化し、柔軟に配線し治す仕組みが分
かると、脳機能の再建に役立つと期待されます。
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赤ちゃんは見たり感じたりできますか？と質問
すると、大人と同じと答える学生がいます。実際
には赤ちゃんの脳は未熟で、脳の成長は周りの環
境や経験によって大きく左右されます。母国語の
習得にも聞いて話す経験が必要ですし、視力の向
上にも見る経験が大切です。例えば、怪我などで
こどもの片目に眼帯をすると、見る経験をさえぎ
られた目の視力が弱くなり、弱視を生じることが
あります。しかし、経験が脳の機能を発達させる
仕組みについては、世界的にも分からない点が多
いのが現状です。
これまでに、Otx2蛋白質が経験を脳細胞に伝
えるというユニークな性質を持つことを明らかに
しました。マウスの脳内において、この蛋白質の
量を外部から操作すると、経験により脳が柔軟に
成長する時期（臨界期）を人為的に操作できます。
例えば、成体マウスの脳において蛋白質を減少さ
せると（抗体や阻害ペプチド[特許4]を目や脳脊
髄液に注入すると）、経験をリセットし、こども
の頃のように柔軟に回路を形成できるようになり
ます。この技術を用いて、脳の成長を促進するた
めの「遺伝子データベース」も作成しています。

コンドロイチン
（Otx2を細胞内に

取り込む）

Otx2

細胞骨格因子
（突起を伸ばす）

Otx2蛋白質による視覚の発達
（マウスモデルによる実証を元に作成）


